
三角比（4）　円に内接する四角形

E基礎編目8〕
円に内接する四角形AβCヱ）において、Aβ＝J王す－1、月C＝√す＋1、

Ap＝1、∠AβC＝600とする。このとき、次のものを求めよ。

（1）AC　　　（2）∠AかC　　　（3）Cか

纏う　四角形A月Cかの外接円の半径居　　　持　四角形AβCかの面積ぎ
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E対策編目1日
点0を中心とする円0の円周上に4点A、月、C、かがこの順にある。　斤

四角形AβCJ）の辺の長さはそれぞれA月＝ノア、βC＝2ノア、Cか＝、仔、

βA＝2J冒であるとする。∠AβC＝8、AC＝ズとおくと、

△AβCに着目して、∬2＝［≡亘］－28cosβとなる。また、△AC創こ着目して、 ＼　J

硯・国cosβとなる。よって、COS♂＝昌・、∬＝爬ロであり、円0の轍

正≡コである。また、四角形AβCかの面積は⊂コMココである。（11センター本試験）

△ABCに嶺目して＋：ピ＝

△ACDに翫目　貫2＝

囲勒3F（叫／2（瑚主任ウノβ丁持出す仁仰
＜裏技＞　円に内接する四角形のとき限定


